
項目 No 委員名 意見・質問 回答 担当課

第１１次鳥取市総合
計画（答申案）
基本構想
第4章　時代の潮流
とまちづくりの課題
６　交流と連携の活
発化

【資料２-１】

1 坂本委員 　「関係人口の拡大」→地方移住の
すそ野拡大について、鳥取市として
考えている課題と対応策についてお
聞かせください。

　本市において、関係人口のすそ野
の拡大については、その受け皿づく
りを充実させていくことが課題であ
ると考えています。
　本市では、「関係人口」創出の
きっかけづくりとなる取り組みとし
て、昨年度、鹿野地域において、都
市部に在住するアーティストや大学
生などに一定期間本市に滞在しても
らい、地域づくりに参加していただ
くモデル事業を実施しました。この
事業で得られた成果や課題などをも
とに、先進事例として他の地域にも
広く共有して取り組みを広げていき
たいと考えています。また、核とな
る人材育成については、本市が委託
している地域振興アドバイザーを中
心としたリーダー養成事業において
実施し、主体的に取り組む人材を中
心とした地域団体の活動支援にも取
り組んでいきます。
　さらには、県やワーケーションに
取り組む企業等とも連携を図りなが
ら、関係性を構築してすそ野拡大に
努めていきたいと考えています。

地域振興
課

第１１次鳥取市総合
計画（答申案）
基本構想
第６章　都市のすが
た

【資料２-１】

2 坂本委員 　「中心市街地（中心拠点）」「地
域生活拠点」「その他の地域（１）
市街地」とは、それぞれどこを意図
して、「多極ネットワーク型コンパ
クトシティ」を実現されようと考え
ているのか、また、その課題につい
て鳥取市としての考えをお聞かせく
ださい。

　
　中心市街地（中心拠点）とは、市
役所本庁舎、大型デパート、総合病
院、交通結節点など都市機能の中枢
を担う施設が集中している鳥取駅周
辺地区のことです。
　地域生活拠点とは、駅や総合支
所、スーパー、診療所などが配置さ
れている地域の中心的役割を担って
いる地区のことです。
　その他の地域（1）市街地とは、
上記以外の市街化区域内の地区のこ
とです。
　それぞれの拠点を利便性の高い公
共交通等のネットワークでつなぐ
「多極ネットワーク型コンパクトシ
ティ」を将来像として、今後の人口
減少が加速する中、都市の構造を維
持していくため、都市計画の見直し
を行っていきます。
　課題としては、路線バスの運転手
不足や利用者数の減少によるバス路
線の廃止、人口減少による各拠点の
衰退に伴う商業店舗等の撤退などが
懸念されることから、今後の各地域
の機能を維持していくことが必要で
す。

都市企画
課
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項目 No 委員名 意見・質問 回答 担当課

第2期鳥取市創生総
合戦略（案）
基本目標Ⅲ-２　快
適で暮らしやすい魅
力と活力あるまちづ
くり
３　重点施策
（１）生活基盤の充
実
（２）中心市街地の
活性化

【資料3-1】

坂本委員 　創生総合戦略（P31～33）で実
現しようとしている姿をお聞かせく
ださい。

　
　全市的には、中心市街地（中心拠
点）、各地域の生活拠点を公共交通
等ネットワークでつなぐことで利便
性の高い生活環境を確保するととも
に、道路ネットワークの整備により
生じる都市構造や土地利用の変化に
柔軟に対応しながら、都市の持続的
な維持発展を図り、安心して住み続
けられる地域の実現を目指していま
す。
　中心市街地については、総合計画
や創生総合戦略を反映する形で、下
位計画として鳥取市中心市街地活性
化基本計画を策定し、活性化施策の
推進を図っています。
　この計画では、「交流による活気
あるまち」と「誰もが豊かに暮らせ
るまち」の２つの基本方針を設定
し、「自然、歴史、文化など鳥取ら
しさをいかした観光交流や、地域交
流を通じて、活気あふれる中心市街
地の形成」や「これからのまちを担
う若者が、暮らし働き交流すること
を通じて、さまざまな世代の人々が
豊かでいきいきと暮らすことができ
る中心市街地の形成」を目指してい
きます。

都市企画
課,
中心市街
地整備課

第2期鳥取市創生総
合戦略（案）
基本目標Ⅲ-２　快
適で暮らしやすい魅
力と活力あるまちづ
くり
３　重点施策
（4）交通ネット
ワークの充実

【資料3-1】

坂本委員 創生総合戦略（P36）の「交通ネッ
トワーク」の充実との関係もお聞か
せください。

　
　交通ネットワークについては、
「多極ネットワーク型コンパクトシ
ティ」に求められる利便性の高い公
共交通等のネットワークの実現に関
する取組として、バス路線の再編や
共助交通の推進などによる持続可能
な生活交通体系の構築や、鉄道の利
用促進、利便性の向上対策などを重
点施策に位置付け実施していきま
す。

交通政策
課
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項目 No 委員名 意見・質問 回答 担当課

第2期鳥取市創生総
合戦略（案）
基本目標Ⅲ-２　快
適で暮らしやすい魅
力と活力あるまちづ
くり
３　重点施策
（５）地域情報化の
推進

【資料3-1】

3 坂本委員 　創生総合戦略（P37）「地域情報
化の推進」については、極めて部分
的な施策となっています。地域情報
化を考えるとき、現状の振り返りを
踏まえ次の3つの視点で考えるべき
と存じます。
①行政サービスの向上（行政のデジ
タル化）の視点
・窓口サービスの迅速化、ワンス
トップ（一元化）、リモート化など
・業務プロセスの改善とセキュリ
ティが大きな課題です。
②行政経営におけるデータ活用の視
点（データ分析、施策に反映）
③産業振興、観光振興のための情報
基盤（ネットワークの整備など）整
備の視点

　それぞれの視点で総合的に地域情
報化の取組が必要です。そのために
は、専門家の活用や情報技術やその
活用を推進する担当者のスキルアッ
プと、行政経営の中核を担う幹部職
員がDX（デジタルトランスフォー
メーション）推進のための知見を持
つことが必要となります。

　「地域情報化の推進」について
は、ICTの利活用により、各関係部
門を中心に取り組んでいくことが必
要であると考えております。
　行革、総務、企画、情報の部署を
主体としたDX推進の体制を創り、
全庁横断的な施策立案ができる体制
により、行政サービスの向上ならび
に地域情報化の推進に取り組んでい
くよう考えています。

情報政策
課

第11次鳥取市総合
計画（答申案）及び
第2期鳥取市創生総
合戦略（案）全般に
ついて

【資料2-1】
【資料3-1】

4 坂本委員 　総合計画及び創生総合戦略全般に
ついては、もれなく課題を掲げら
れ、施策が積み上げられていると思
います。計画・施策の遂行には、現
状の把握が十分になされることが肝
要かと存じます。また、年次ごとの
予実評価と修正が適宜なされる必要
があります。コロナ禍の終息が未だ
見通せない中、状況を真摯に分析
し、施策実現に努めていただきたい
と存じます。

　
　ご意見を踏まえ、現状分析をしっ
かり行って課題を把握し、その解決
を図るための適切な事務事業の実施
に努めます。また、社会・経済情勢
の変化を的確にとらえながら、毎年
度実施する行政評価で施策や事務事
業の改善を図り、施策目標の実現に
向けて効果的に取り組みます。

政策企画
課創生戦
略室
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